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受益者の皆様へ 

 

平素より格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、プラチナ・トラスト－ＭＣＰアジア・ヘッジファンド連動ファンド（米ドル建）（以

下｢ファンド｣といいます。）は、このたび、第９期の決算を行いました。 

ここに、運用状況をご報告申し上げます。 

今後とも一層のお引き立てを賜りますよう、お願い申し上げます。 

   
 

 

 

  



 

ファンドの仕組みは以下のとおりです。 
 

フ ァ ン ド 形 態 ケイマン籍オープン・エンド契約型公募外国投資信託 

信 託 期 間 

プラチナ・トラストは、有価証券報告書「ファンドの解散」に定めるいずれかの

方法により終了しない限り、信託証書の日付から150年間継続します。なお、ファ

ンドの満期償還日は、平成29年５月31日です。 

運 用 方 針 

アジア太平洋地域に焦点をあてたファンド・オブ・ヘッジファンズへの間接的な

投資を通じて、絶対的かつリスク調整された長期にわたる優れた利回りを提供す

ることです。 

主 要 投 資 対 象 米ドル建てのパフォーマンス連動社債 

ファンドの運用方法 
ファンドの資産のほぼすべてを米ドル建てのパフォーマンス連動社債へ投資する

ことにより運用します。 

主 な 投 資 制 限 

ファンドの投資制限 

① ファンドの投資対象は、以下の資産に限定されます。 

（ⅰ）一連のパフォーマンス連動社債、または 

（ⅱ）現金等価物もしくは預金 

② ファンドは、空売り取引を行いません。 

③ ファンドは、無限責任を負うこととなるいかなる資産も取得しません。 

④ ファンドは、（ⅰ）いかなる種類の株式または出資への投資も行わず、また（ⅱ）

株式に投資する契約型投資信託の証券および会社型投資信託の株式を含む投

資信託の株式や受益証券に投資を行いません。 

⑤ 信託証書において、一切の借入れが禁止されています。 

連動先ファンドの投資制限 

ＭＣＰアンブレラ・ファンドの取締役は、以下の投資制限に従います。 

連動先ファンドは、 

① 連動先ファンド投資顧問会社が投資顧問会社を務めるファンドまたはユニッ

ト・トラストに投資しません。 

② 土地または建物（または連動先ファンドが取得する証券により表章されるもの

を除き、これらに関するオプション、権利もしくは利益）に直接投資しません。

③ 物理的商品、商品オプションおよび商品ベースの投資対象に投資しません。 

分 配 方 針 

受託会社は、管理会社と協議した後または管理会社の裁量により分配を宣言する

ことができますが、現時点において、受託会社および管理会社はファンドに関し

て分配を宣言する予定はありません。 

上記は、将来の分配金の支払およびその金額について保証するものではありません。
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Ⅰ．当期の運用の経過および今後の運用方針 
 

■当期の一口当たり純資産価格等の推移 
 
 
0705シリーズ  

 

一口当たり純資産価格 

第８期末 94.14米ドル

第９期末 103.02米ドル

（一口当たり分配金） (該当事項はありません｡)

騰 落 率 9.43％

 

一口当たり純資産価格の主な変動要因 

後記「投資環境について」をご参照ください。
以下同じです。 
 

（注１）騰落率は、税引前の分配金を分配時に再投資したものとみなして計算しています。以下同じです。なお、ファンドに分
配金の支払実績はありません。 

（注２） ファンドの購入価額により課税条件は異なりますので、お客様の損益の状況を示すものではありません。 
（注３） ファンドにベンチマークは設定されていません。 

 

0708シリーズ  

 

一口当たり純資産価格 

第８期末 92.24米ドル

第９期末 100.91米ドル

（一口当たり分配金） (該当事項はありません｡)

騰 落 率 9.40％

 
 

 

0711シリーズ  

 

一口当たり純資産価格 

第８期末 88.32米ドル

第９期末 96.52米ドル

（一口当たり分配金） (該当事項はありません｡)

騰 落 率 9.28％
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0802シリーズ  

 

一口当たり純資産価格 

第８期末 89.81米ドル

第９期末 98.20米ドル

（一口当たり分配金） (該当事項はありません｡)

騰 落 率 9.34％

 
 

 

0805シリーズ  

 

一口当たり純資産価格 

第８期末 93.28米ドル

第９期末 102.06米ドル

（一口当たり分配金） (該当事項はありません｡)

騰 落 率 9.41％

 
 

 

0808シリーズ  

 

一口当たり純資産価格 

第８期末 98.61米ドル

第９期末 107.98米ドル

（一口当たり分配金） (該当事項はありません｡)

騰 落 率 9.50％

 
 

 

0905シリーズ 

 

 

一口当たり純資産価格 

第８期末 98.16米ドル

第９期末 107.48米ドル

（一口当たり分配金） (該当事項はありません｡)

騰 落 率 9.49％
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■分配金について 
 
該当事項はありません。 

 

■投資環境について 
 
平成27年12月31日現在、ファンドの平成27年度の0705シリーズの運用実績は9.43％の上昇、設定来の

0705シリーズの運用実績は3.02％の上昇となりました。 
ファンドは、主として、アジア特化型の米ドル建ファンド・オブ・ヘッジファンズ『ＭＣＰアジア・

パシフィック・ファンド・オブ・ファンズ・クラスＡ（米ドル建）』（以下「連動先ファンド）といい
ます。）のパフォーマンスを参照するパフォーマンス連動債に投資しており、連動先ファンドのパフォ
ーマンスをうけてファンドの純資産価格は変動します。 
 
連動先ファンドの今期の投資環境は以下のとおりです。 
2015年、市場は不安定な始まりとなりました。１月は、ECBは市場の期待を上回る金融緩和策を打ち

出しましたが、スイスでは中央銀行がスイス・フランのユーロとのペッグ制の廃止を打ち出し、ギリシ
ャでは野党Syrizaが選挙で勝ち、不透明感が増しました。2014年から続いていた原油価格の下落も収ま
りませんでした。しかし、次第に米国の好調な企業収益や経済指標が見直され、前年から続いていたロ
シアのクリミア侵攻で停戦合意に到ったこともあって徐々に株式市場は上昇しました。この間、アジア
では低成長率と低インフレ率を背景に各国で金融緩和策がとられており、中国の株式市場は３月から５
月にかけて大きく上昇しました。しかし、中国の景気失速懸念は強く６月に入ると中国株式市場は大き
く調整し、ギリシャの債務問題からギリシャのユーロ離脱問題も出てきて株式市場は全世界的に大きく
調整することとなりました。中国の景気失速懸念は商品市況にも大きく影響を及ぼし前年から大きく下
げていた原油市場は更に下落、その他の商品市況にも悪影響を及ぼしました。また、こうした需給の悪
化は資源国である新興国や資源／素材産業、米国のシェールガスを始めとしたエネルギー企業にも大き
な影響を与え、年末に向けてクレジット・リスクの高まりや資源国通貨安を招きました。中国はこうし
た状況に対応するため人民元の引き下げや追加金融緩和策の導入など矢継ぎ早に行いましたが、市場と
の対話は上手く進んでいない面も多く、政策が裏目に出るなど厳しい状況が続きました。しかし、中国
経済の世界経済に対する影響は年々大きくなってきており、この年、中国人民元はIMFの特別引出権に
も組み込まれることとなりました。 
年初来で株式市場は、欧州は景気が改善したとは言えないもののギリシャ問題やクレミア問題などが

沈静化したため上昇しました。しかし、米国では金利引き上げに対する警戒感と原油価格の下落に起因
するエネルギーセクターの業況悪化及び外部環境の悪化から株式市場は下落することとなりました。ア
ジアでは中国株式市場は年の後半は景気失速懸念から大きく戻しましたがそれでも年初来ではプラス
となりました。日本でも好調な企業収益が手伝って株式市場はプラスで終了しました。 
為替では2015年のテーマとして米国の金利政策の正常化、言い換えればゼロ金利政策の終了がありま

したが、米国の経済指標が濃淡まちまちであったこと、米国のインフレ指標が予想していた通りに上が
ってこなかったこと及び米国を除くと総じて景気が弱かったことから年末まで金利は引き上げられず、
米国ドル高のトレンドも３月頃をピークに終わりました。 
金利では、欧州は年初のECBの金融緩和策を受けて欧州ではマイナス金利が導入されましたが、年央

にはギリシャのデフォルト懸念が再度台頭し、金利は総じて低下傾向でしたが方向性の定まらないもの
となりました。ECBに関しては欧州が常に何かしらの問題を抱えている状況が続いたため、追加緩和期
待が継続する状況となっています。米国の金利引き上げは継続して市場の関心事となっていますが、内
外の要因で 初の金利引き上げは結局12月まで待つこととなり、こちらも方向感を欠くものとなりまし
た。 
連動先ファンドでは、こうした方向感を欠く厳しい市場環境の中、アジア株を中心にプラスのパフォ

ーマンスを確保することができました。戦略別収益の内訳は、日本株式ロング・ショート戦略、アジア
株式ロング・ショート戦略、マルチ戦略が利益、マクロ戦略が損失となりました。 
本年は中国が支配的なテーマであり、中国関連テーマで損益の多くが発生しました。中国株式市場で

は大きな上昇相場となった年前半では相場上昇にのり一般消費財セクターを中心に大きな利益を生み
ましたが、年後半の下げ相場においても構造改革の恩恵を受けて大きく株価が上昇する銘柄もあり、そ
うした銘柄の買いポジションから利益が生まれました。また、年前半に大きく売られ割安となっていた
銘柄の買いポジションも利益となりました。オールド・エコノミーにおける売りポジションも利益とな
りました。 
この年のマクロ要因としては米国の金利引き上げが外部環境の悪化から先延ばしになったことと、中

国が強い元から方針転換を図ったことが大きな点として挙げられます。このため、強い米国ドル、強い
人民元、株式のロングなどのポジションを保有していたマクロ戦略からは損失が発生することとなりま
した。 
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■ポートフォリオについて 
 

ファンドは、ファンドの資産のほぼすべてについて米ドル建てのパフォーマンス連動社債への投資を

継続しました。 
 

 

 

■投資の対象とする有価証券の主な銘柄 
 

当期末現在、ファンドは米ドル建てのパフォーマンス連動社債に投資しています。詳細は、後記「Ⅲ．

ファンドの経理状況 財務諸表 （３）投資有価証券明細表等」をご参照ください。 
 

 

 

■今後の運用方針 
 

ファンドは、引き続き、ファンドの資産のほぼすべてについて米ドル建てのパフォーマンス連動社債

への投資を継続します。 
 

 

 

■費用の明細 
 

項目 項目の概要 

管理報酬 

各シリーズに関して、発行価格に、関連す
る四半期報酬期間に係る各評価日における
当該シリーズの発行済受益証券口数を乗じ
た額の年率0.1％ 

ファンド資産の管理業務 

受託会社報酬 

各シリーズについて、発行価格に、関連す
る四半期報酬期間についての各評価日現在
の当該シリーズの発行済受益証券口数を乗
じた額の年率0.02％ 

ファンド資産の受託業務 

販売報酬 

各シリーズについて、発行価格に、関連す
る四半期報酬期間について当該日本におけ
る販売会社が販売し、各評価日現在の発行
済みの当該シリーズの受益証券口数を乗じ
た額の年率0.25％ 

受益証券の販売および買戻し業務 

代行協会員報酬 

各シリーズについて、発行価格に、関連す
る四半期報酬期間について各評価日現在の
当該シリーズの発行済受益証券口数を乗じ
た額の年率0.1％ 

代行協会員業務 

管理事務代行報酬 

各シリーズについて、発行価格に、関連す
る四半期報酬期間について各評価日現在の
当該シリーズの発行済受益証券口数を乗じ
た額の年率0.08％ 

管理事務代行業務 

その他の費用（当期） 0.41％ 
税金、銀行手数料、専門家報酬、法律関係
費用、およびその他すべての管理費用 

（注１） 各報酬は、有価証券報告書に記載されている料率です。「その他の費用（当期）」には運用状況等により変動するもの

や実費となる費用が含まれます。便宜上、当期のその他の費用の金額をファンドの当期末の純資産総額で除して100を乗

じた比率を表示していますが、実際の比率とは異なります。 

（注２） 上記報酬は、毎月各シリーズごとに計算され、各年の２月、５月、８月および11月の評価日に終了する各３か月間（「四

半期報酬期間」といいます。）について、四半期毎に支払われます。 
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Ⅱ．設定来の運用実績 

① 純資産の推移 

第９会計年度中における各月末および下記の各会計年度末の純資産の推移は、以下のとおりです。 

0705シリーズ 

 純資産総額 一口当たり純資産価格 

 米ドル 円 米ドル 円 

第一会計年度末 

（平成19年12月末日）
5,082,738.28 557,830,526 105.02 11,526 

第二会計年度末 

（平成20年12月末日）
3,776,802.77 414,504,104 91.23 10,012 

第三会計年度末 

（平成21年12月末日）
3,439,409.23 377,475,163 91.96 10,093 

第四会計年度末 

（平成22年12月末日）
2,704,234.90 296,789,780 91.05 9,993 

第五会計年度末 

（平成23年12月末日）
2,312,715.69 253,820,547 86.62 9,507 

第六会計年度末 

（平成24年12月末日）
1,843,303.46 202,302,555 86.95 9,543 

第七会計年度末 

（平成25年12月末日）
2,007,695.25 220,344,554 94.70 10,393 

第八会計年度末 

（平成26年12月末日）
1,995,863.52 219,046,021 94.14 10,332 

第九会計年度末 

（平成27年12月末日）
432,700.44 47,488,873 103.02 11,306 

平成27年１月末日 1,996,299.76 219,093,899 94.17 10,335

２月末日 1,986,114.15 217,976,028 93.68 10,281

３月末日 1,993,254.48 218,759,679 94.02 10,319

４月末日 2,054,685.10 225,501,690 96.92 10,637 

５月末日 2,089,294.39 229,300,059 98.55 10,816 

６月末日 417,651.02 45,837,199 99.44 10,914 

７月末日 423,806.46 46,512,759 100.91 11,075

８月末日 415,966.28 45,652,299 99.04 10,870

９月末日 417,818.61 45,855,592 99.48 10,918

10月末日 423,046.53 46,429,357 100.73 11,055

11月末日 427,490.66 46,917,100 101.78 11,170

12月末日 432,700.44 47,488,873 103.02 11,306

（注）米ドルの円換算額は、便宜上、平成28年４月28日現在の株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行の対顧客電信売買相場の仲値（１

米ドル＝109.75円）によります。以下同じです。   
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0708シリーズ 

 純資産総額 一口当たり純資産価格 

 米ドル 円 米ドル 円 

第一会計年度末 

（平成19年12月末日）
15,566,719.23 1,708,447,435 103.30 11,337 

第二会計年度末 

（平成20年12月末日）
13,517,748.42 1,483,572,889 89.70 9,845 

第三会計年度末 

（平成21年12月末日）
13,621,148.05 1,494,920,998 90.39 9,920 

第四会計年度末 

（平成22年12月末日）
8,997,626.00 987,489,454 89.09 9,778 

第五会計年度末 

（平成23年12月末日）
7,117,418.49 781,136,679 84.73 9,299 

第六会計年度末 

（平成24年12月末日）
4,719,590.60 517,975,068 85.04 9,333 

第七会計年度末 

（平成25年12月末日）
4,185,404.70 459,348,166 92.80 10,185 

第八会計年度末 

（平成26年12月末日）
4,160,093.21 456,570,230 92.24 10,123

第九会計年度末 

（平成27年12月末日）
4,147,494.04 455,187,471 100.91 11,075

平成27年１月末日 4,160,908.01 456,659,654 92.26 10,126

２月末日 4,139,589.75 454,319,975 91.79 10,074

３月末日 4,154,369.15 455,942,014 92.11 10,109

４月末日 4,282,307.17 469,983,212 94.95 10,421

５月末日 4,354,717.87 477,930,286 96.56 10,597

６月末日 4,003,924.67 439,430,733 97.42 10,692

７月末日 4,062,820.95 445,894,599 98.85 10,849

８月末日 3,987,546.49 437,633,227 97.02 10,648

９月末日 4,005,188.22 439,569,407 97.45 10,695

10月末日 4,055,187.80 445,056,861 98.67 10,829

11月末日 4,097,672.60 449,719,568 99.70 10,942

12月末日 4,147,494.04 455,187,471 100.91 11,075
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0711シリーズ 

 純資産総額 一口当たり純資産価格 

 米ドル 円 米ドル 円 

第一会計年度末 

（平成19年12月末日）
9,160,884.58 1,005,407,083 99.79 10,952 

第二会計年度末 

（平成20年12月末日）
7,948,909.45 872,392,812 86.59 9,503 

第三会計年度末 

（平成21年12月末日）
6,956,561.49 763,482,624 87.17 9,567 

第四会計年度末 

（平成22年12月末日）
4,598,810.94 504,719,501 85.48 9,381 

第五会計年度末 

（平成23年12月末日）
2,755,093.56 302,371,518 81.27 8,919 

第六会計年度末 

（平成24年12月末日）
2,315,382.07 254,113,182 81.53 8,948 

第七会計年度末 

（平成25年12月末日）
1,644,776.97 180,514,272 88.91 9,758 

第八会計年度末 

（平成26年12月末日）
1,236,446.19 135,699,969 88.32 9,693

第九会計年度末 

（平成27年12月末日）
482,595.62 52,964,869 96.52 10,593

平成27年１月末日 1,236,626.62 135,719,772 88.33 9,694

２月末日 1,230,233.12 135,018,085 87.87 9,644

３月末日 1,234,558.14 135,492,756 88.18 9,678

４月末日 1,272,514.49 139,658,465 90.89 9,975

５月末日 1,293,481.07 141,959,547 92.39 10,140

６月末日 466,066.26 51,150,772 93.21 10,230

７月末日 472,892.33 51,899,933 94.58 10,380

８月末日 464,101.11 50,935,097 92.82 10,187

９月末日 466,124.70 51,157,186 93.22 10,231

10月末日 471,913.93 51,792,554 94.38 10,358

11月末日 476,828.24 52,331,899 95.37 10,467

12月末日 482,595.62 52,964,869 96.52 10,593
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0802シリーズ 

 純資産総額 一口当たり純資産価格 

 米ドル 円 米ドル 円 

第二会計年度末 

（平成20年12月末日）
11,570,101.63 1,269,818,654 88.32 9,693 

第三会計年度末 

（平成21年12月末日）
9,056,438.22 993,944,095 88.96 9,763 

第四会計年度末 

（平成22年12月末日）
7,625,786.70 836,930,090 87.15 9,565 

第五会計年度末 

（平成23年12月末日）
5,048,776.90 554,103,265 82.63 9,069 

第六会計年度末 

（平成24年12月末日）
2,652,948.44 291,161,091 82.90 9,098 

第七会計年度末 

（平成25年12月末日）
1,898,164.38 208,323,541 90.39 9,920 

第八会計年度末 

（平成26年12月末日）
1,616,574.16 177,419,014 89.81 9,857

第九会計年度末 

（平成27年12月末日）
1,276,630.18 140,110,162 98.20 10,777

平成27年１月末日 1,616,841.59 177,448,365 89.82 9,858

２月末日 1,608,511.79 176,534,169 89.36 9,807

３月末日 1,345,172.85 147,632,720 89.68 9,842

４月末日 1,386,556.90 152,174,620 92.44 10,145

５月末日 1,409,838.92 154,729,821 93.99 10,315

６月末日 1,327,549.04 145,698,507 94.82 10,406

７月末日 1,347,025.71 147,836,072 96.22 10,560

８月末日 1,322,017.32 145,091,401 94.43 10,364

９月末日 1,327,814.94 145,727,690 94.84 10,409

10月末日 1,344,339.66 147,541,278 96.02 10,538

11月末日 1,358,372.45 149,081,376 97.03 10,649

12月末日 1,276,630.18 140,110,162 98.20 10,777
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0805シリーズ 

 純資産総額 一口当たり純資産価格 

 米ドル 円 米ドル 円 

第二会計年度末 

（平成20年12月末日）
2,651,692.26 291,023,226 91.75 10,070 

第三会計年度末 

（平成21年12月末日）
2,303,400.45 252,798,199 92.51 10,153 

第四会計年度末 

（平成22年12月末日）
2,258,751.22 247,897,946 90.71 9,955 

第五会計年度末 

（平成23年12月末日）
1,473,909.07 161,761,520 85.69 9,404 

第六会計年度末 

（平成24年12月末日）
516,071.75 56,638,875 86.01 9,440 

第七会計年度末 

（平成25年12月末日）
281,499.57 30,894,578 93.83 10,298 

第八会計年度末 

（平成26年12月末日）
279,838.19 30,712,241 93.28 10,237

第九会計年度末 

（平成27年12月末日）
204,114.41 22,401,556 102.06 11,201

平成27年１月末日 279,896.51 30,718,642 93.30 10,240

２月末日 278,465.75 30,561,616 92.82 10,187

３月末日 279,463.75 30,671,147 93.15 10,223

４月末日 288,073.68 31,616,086 96.02 10,538

５月末日 292,923.08 32,148,308 97.64 10,716

６月末日 197,030.48 21,624,095 98.52 10,813

７月末日 199,931.81 21,942,516 99.97 10,972

８月末日 196,230.62 21,536,311 98.12 10,769

９月末日 197,101.87 21,631,930 98.55 10,816

10月末日 199,565.52 21,902,316 99.78 10,951

11月末日 201,659.40 22,132,119 100.83 11,066

12月末日 204,114.41 22,401,556 102.06 11,201
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0808シリーズ 

 純資産総額 一口当たり純資産価格 

 米ドル 円 米ドル 円 

第二会計年度末 

（平成20年12月末日）
503,887.53 55,301,656 96.90 10,635 

第三会計年度末 

（平成21年12月末日）
508,661.02 55,825,547 97.82 10,736 

第四会計年度末 

（平成22年12月末日）
403,424.66 44,275,856 96.05 10,541 

第五会計年度末 

（平成23年12月末日）
180,924.48 19,856,462 90.46 9,928 

第六会計年度末 

（平成24年12月末日）
181,704.33 19,942,050 90.85 9,971 

第七会計年度末 

（平成25年12月末日）
99,125.42 10,879,015 99.13 10,880 

第八会計年度末 

（平成26年12月末日）
98,609.97 10,822,444 98.61 10,822

第九会計年度末 

（平成27年12月末日）
107,978.12 11,850,599 107.98 11,851

平成27年１月末日 98,636.45 10,825,350 98.64 10,826

２月末日 98,137.78 10,770,621 98.14 10,771

３月末日 98,495.96 10,809,932 98.50 10,810

４月末日 101,536.56 11,143,637 101.54 11,144

５月末日 103,251.89 11,331,895 103.25 11,332

６月末日 104,183.68 11,434,159 104.18 11,434

７月末日 105,725.71 11,603,397 105.73 11,604

８月末日 103,776.40 11,389,460 103.78 11,390

９月末日 104,245.08 11,440,898 104.25 11,441

10月末日 105,556.01 11,584,772 105.56 11,585

11月末日 106,671.46 11,707,193 106.67 11,707

12月末日 107,978.12 11,850,599 107.98 11,851
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0905シリーズ 

 純資産総額 一口当たり純資産価格 

 米ドル 円 米ドル 円 

第三会計年度末 

（平成21年12月末日）
394,103.77 43,252,889 98.53 10,814 

第四会計年度末 

（平成22年12月末日）
387,058.30 42,479,648 96.76 10,619 

第五会計年度末 

（平成23年12月末日）
181,277.50 19,895,206 90.64 9,948 

第六会計年度末 

（平成24年12月末日）
180,798.45 19,842,630 90.40 9,921 

第七会計年度末 

（平成25年12月末日）
197,355.14 21,659,727 98.68 10,830 

第八会計年度末 

（平成26年12月末日）
196,317.48 21,545,843 98.16 10,773

第九会計年度末 

（平成27年12月末日）
214,953.50 23,591,147 107.48 11,796

平成27年１月末日 196,369.23 21,551,523 98.18 10,775 

２月末日 195,375.55 21,442,467 97.69 10,721 

３月末日 196,087.58 21,520,612 98.04 10,760 

４月末日 202,139.88 22,184,852 101.07 11,092

５月末日 205,553.78 22,559,527 102.78 11,280

６月末日 207,407.50 22,762,973 103.70 11,381

７月末日 210,476.07 23,099,749 105.24 11,550

８月末日 206,594.15 22,673,708 103.30 11,337

９月末日 207,525.89 22,775,966 103.76 11,388

10月末日 210,134.33 23,062,243 105.07 11,531

11月末日 212,353.62 23,305,810 106.18 11,653

12月末日 214,953.50 23,591,147 107.48 11,796

 

② 分配の推移 

該当事項はありません。 
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③ 販売及び買戻しの実績 

下記の各会計年度における販売および買戻しの実績ならびに下記の各会計年度末現在の発行済

口数は、以下のとおりです。 

0705シリーズ 

 販売口数 買戻し口数 発行済口数 

第一会計年度 

（平成19年５月24日～平成19年12月末日） 

48,400 

(48,400) 

0 

(0) 

48,400 

(48,400) 

第二会計年度 

（平成20年１月１日～平成20年12月末日） 

0 

(0) 

7,000 

(7,000) 

41,400 

(41,400) 

第三会計年度 

（平成21年１月１日～平成21年12月末日） 

0 

(0) 

4,000 

(4,000) 

37,400 

(37,400) 

第四会計年度 

（平成22年１月１日～平成22年12月末日） 

0 

(0) 

7,700 

(7,700) 

29,700 

(29,700) 

第五会計年度 

（平成23年１月１日～平成23年12月末日） 

0 

(0) 

3,000 

(3,000) 

26,700 

(26,700) 

第六会計年度 

（平成24年１月１日～平成24年12月末日） 

0 

(0) 

5,500 

(5,500) 

21,200 

(21,200) 

第七会計年度 

（平成25年１月１日～平成25年12月末日） 

0 

(0) 

0 

(0) 

21,200 

(21,200) 

第八会計年度 

（平成26年１月１日～平成26年12月末日） 

0 

(0) 

0 

(0) 

21,200 

(21,200) 

第九会計年度 

（平成27年１月１日～平成27年12月末日） 

0 

(0) 

17,000 

(17,000) 

4,200 

(4,200) 

 

0708シリーズ 

 販売口数 買戻し口数 発行済口数 

第一会計年度 

（平成19年８月27日～平成19年12月末日） 

150,700 

(150,700) 

0 

(0) 

150,700 

(150,700) 

第二会計年度 

（平成20年１月１日～平成20年12月末日） 

0 

(0) 

0 

(0) 

150,700 

(150,700) 

第三会計年度 

（平成21年１月１日～平成21年12月末日） 

0 

(0) 

0 

(0) 

150,700 

(150,700) 

第四会計年度 

（平成22年１月１日～平成22年12月末日） 

0 

(0) 

49,700 

(49,700) 

101,000 

(101,000) 

第五会計年度 

（平成23年１月１日～平成23年12月末日） 

0 

(0) 

17,000 

(17,000) 

84,000 

(84,000) 

第六会計年度 

（平成24年１月１日～平成24年12月末日） 

0 

(0) 

28,500 

(28,500) 

55,500 

(55,500) 

第七会計年度 

（平成25年１月１日～平成25年12月末日） 

0 

(0) 

10,400 

(10,400) 

45,100 

(45,100) 

第八会計年度 

（平成26年１月１日～平成26年12月末日） 

0 

(0) 

0 

(0) 

45,100 

(45,100) 

第九会計年度 

（平成27年１月１日～平成27年12月末日） 

0 

(0) 

4,000 

(4,000) 

41,100 

(41,100) 
  



－ 13 － 

0711シリーズ 

 販売口数 買戻し口数 発行済口数 

第一会計年度 

（平成19年11月27日～平成19年12月末日） 

91,800 

(91,800) 

0 

(0) 

91,800 

(91,800) 

第二会計年度 

（平成20年１月１日～平成20年12月末日） 

0 

(0) 

0 

(0) 

91,800 

(91,800) 

第三会計年度 

（平成21年１月１日～平成21年12月末日） 

0 

(0) 

12,000 

(12,000) 

79,800 

(79,800) 

第四会計年度 

（平成22年１月１日～平成22年12月末日） 

0 

(0) 

26,000 

(26,000) 

53,800 

(53,800) 

第五会計年度 

（平成23年１月１日～平成23年12月末日） 

0 

(0) 

19,900 

(19,900) 

33,900 

(33,900) 

第六会計年度 

（平成24年１月１日～平成24年12月末日） 

0 

(0) 

5,500 

(5,500) 

28,400 

(28,400) 

第七会計年度 

（平成25年１月１日～平成25年12月末日） 

0 

(0) 

9,900 

(9,900) 

18,500 

(18,500) 

第八会計年度 

（平成26年１月１日～平成26年12月末日） 

0 

(0) 

4,500 

(4,500) 

14,000 

(14,000) 

第九会計年度 

（平成27年１月１日～平成27年12月末日） 

0 

(0) 

9,000 

(9,000) 

5,000 

(5,000) 

 

0802シリーズ 

 販売口数 買戻し口数 発行済口数 

第二会計年度 

（平成20年２月27日～平成20年12月末日） 

131,000 

(131,000) 

0 

(0) 

131,000 

(131,000) 

第三会計年度 

（平成21年１月１日～平成21年12月末日） 

0 

(0) 

29,200 

(29,200) 

101,800 

(101,800) 

第四会計年度 

（平成22年１月１日～平成22年12月末日） 

0 

(0) 

14,300 

(14,300) 

87,500 

(87,500) 

第五会計年度 

（平成23年１月１日～平成23年12月末日） 

0 

(0) 

26,400 

(26,400) 

61,100 

(61,100) 

第六会計年度 

（平成24年１月１日～平成24年12月末日） 

0 

(0) 

29,100 

(29,100) 

32,000 

(32,000) 

第七会計年度 

（平成25年１月１日～平成25年12月末日） 

0 

(0) 

11,000 

(11,000) 

21,000 

(21,000) 

第八会計年度 

（平成26年１月１日～平成26年12月末日） 

0 

(0) 

3,000 

(3,000) 

18,000 

(18,000) 

第九会計年度 

（平成27年１月１日～平成27年12月末日） 

0 

(0) 

5,000 

(5,000) 

13,000 

(13,000) 
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0805シリーズ 

 販売口数 買戻し口数 発行済口数 

第二会計年度 

（平成20年５月27日～平成20年12月末日） 

28,900 

(28,900) 

0 

(0) 

28,900 

(28,900) 

第三会計年度 

（平成21年１月１日～平成21年12月末日） 

0 

(0) 

4,000 

(4,000) 

24,900 

(24,900) 

第四会計年度 

（平成22年１月１日～平成22年12月末日） 

0 

(0) 

0 

(0) 

24,900 

(24,900) 

第五会計年度 

（平成23年１月１日～平成23年12月末日） 

0 

(0) 

7,700 

(7,700) 

17,200 

(17,200) 

第六会計年度 

（平成24年１月１日～平成24年12月末日） 

0 

(0) 

11,200 

(11,200) 

6,000 

(6,000) 

第七会計年度 

（平成25年１月１日～平成25年12月末日） 

0 

(0) 

3,000 

(3,000) 

3,000 

(3,000) 

第八会計年度 

（平成26年１月１日～平成26年12月末日） 

0 

(0) 

0 

(0) 

3,000 

(3,000) 

第九会計年度 

（平成27年１月１日～平成27年12月末日） 

0 

(0) 

1,000 

(1,000) 

2,000 

(2,000) 

 

0808シリーズ 

 販売口数 買戻し口数 発行済口数 

第二会計年度 

（平成20年８月29日～平成20年12月末日） 

5,200 

(5,200) 

0 

(0) 

5,200 

(5,200) 

第三会計年度 

（平成21年１月１日～平成21年12月末日） 

0 

(0) 

0 

(0) 

5,200 

(5,200) 

第四会計年度 

（平成22年１月１日～平成22年12月末日） 

0 

(0) 

1,000 

(1,000) 

4,200 

(4,200) 

第五会計年度 

（平成23年１月１日～平成23年12月末日） 

0 

(0) 

2,200 

(2,200) 

2,000 

(2,000) 

第六会計年度 

（平成24年１月１日～平成24年12月末日） 

0 

(0) 

0 

(0) 

2,000 

(2,000) 

第七会計年度 

（平成25年１月１日～平成25年12月末日） 

0 

(0) 

1,000 

(1,000) 

1,000 

(1,000) 

第八会計年度 

（平成26年１月１日～平成26年12月末日） 

0 

(0) 

0 

(0) 

1,000 

(1,000) 

第九会計年度 

（平成27年１月１日～平成27年12月末日） 

0 

(0) 

0 

(0) 

1,000 

(1,000) 
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0905シリーズ 

 販売口数 買戻し口数 発行済口数 

第三会計年度 

（平成21年５月29日～平成21年12月末日） 

4,000 

(4,000) 

0 

(0) 

4,000 

(4,000) 

第四会計年度 

（平成22年１月１日～平成22年12月末日） 

0 

(0) 

0 

(0) 

4,000 

(4,000) 

第五会計年度 

（平成23年１月１日～平成23年12月末日） 

0 

(0) 

2,000 

(2,000) 

2,000 

(2,000) 

第六会計年度 

（平成24年１月１日～平成24年12月末日） 

0 

(0) 

0 

(0) 

2,000 

(2,000) 

第七会計年度 

（平成25年１月１日～平成25年12月末日） 

0 

(0) 

0 

(0) 

2,000 

(2,000) 

第八会計年度 

（平成26年１月１日～平成26年12月末日） 

0 

(0) 

0 

(0) 

2,000 

(2,000) 

第九会計年度 

（平成27年１月１日～平成27年12月末日） 

0 

(0) 

0 

(0) 

2,000 

(2,000) 

（注１）（ ）の数は本邦内における販売・買戻しおよび発行済口数です。 

（注２）第一会計年度および各シリーズにおける最初の会計年度の販売口数は、当初募集期間中または受益証券購入受付期

間中の販売口数を含みます。 
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Ⅲ．ファンドの経理状況 

 

ａ． ファンドの直近会計年度の日本文の財務書類は、ルクセンブルグにおける諸法令および一般に認

められた会計原則に準拠して作成された原文の財務書類を翻訳したものである。これは、「特定有

価証券の内容等の開示に関する内閣府令」に基づき、「財務諸表等の用語、様式及び作成方法に関

する規則」第131条第５項ただし書の規定の適用によるものである（ただし、円換算部分を除く。）。 

 

ｂ． ファンドの原文の財務書類は、外国監査法人等（公認会計士法（昭和23年法律第103号）第１条

の３第７項に規定する外国監査法人等をいう。）であるプライスウォーターハウスクーパース ケ

イマン諸島から監査証明に相当すると認められる証明を受けており、当該監査証明に相当すると認

められる証明に係る監査報告書に相当するもの（訳文を含む。）が当該財務書類に添付されている。 

 

ｃ． ファンドの原文の財務書類は米ドルで表示されている。日本文の財務書類には、主要な金額につ

いて円換算額が併記されている。日本円への換算には平成28年４月28日現在における株式会社三菱

東京UFJ銀行の対顧客電信売買相場の仲値（１米ドル＝109.75円）が使用されている。なお、千円

未満の金額は四捨五入されている。 

 

  



－ 17 － 

 

独立監査人の監査報告書 

 

プラチナ・トラスト－ＭＣＰアジア・ヘッジファンド連動ファンド（米ドル建）の受託会社としてのBNP

パリバ・バンク・アンド・トラスト・ケイマン・リミテッド御中 

 

我々は、プラチナ・トラスト－ＭＣＰアジア・ヘッジファンド連動ファンド（米ドル建）（以下「フ

ァンド」という。）の、2015年12月31日現在の純資産計算書、投資有価証券明細表および純資産の概要

ならびに同日に終了した年度の運用および純資産変動計算書、ならびに重要な会計方針の概要およびそ

の他の説明情報から構成される注記から構成される財務書類について監査を実施した。 

 

 

管理会社の財務書類に対する責任 

管理会社は、ルクセンブルグにおいて投資信託に適用される一般に公正妥当と認められた会計原則に

準拠して真実かつ公正に表示された財務書類の作成、および不正によるか誤謬によるかを問わず重大な

虚偽記載がない財務書類の作成に必要であると管理会社が判断する内部統制に責任を負っている。 

 

 

監査人の責任 

我々の責任は、我々の監査に基づいて、当該財務書類に対する意見を表明することである。我々は、

国際監査基準に準拠して監査を実施した。当該基準は、関連する倫理規定を遵守することならびに財務

書類に重要な虚偽記載のないことの合理的な確証を得るための監査計画の立案とその実施を我々に要

求している。 

 

監査は、財務書類中の金額および開示事項を裏付ける監査証拠を入手するための手続の実施を含んで

いる。当該手続は、不正または誤謬による財務書類における重要な虚偽記載のリスク評価を含む監査人

の判断によって選定される。監査人は当該リスク評価を行うに当たって、真実かつ公正な概観を与える

財務書類の作成に関連するファンドの内部統制について検討する。これは、状況に適した監査手続を設

計するためであって、ファンドの内部統制の有効性に意見を表明するためではない。監査はまた、ファ

ンドの管理会社により採用された会計方針の適正性および会計見積りの合理性の評価とともに、財務書

類の全体的な表示に関する評価も含んでいる。 

 

我々は、我々が入手した監査証拠は、我々の監査意見の基礎を提供するに十分かつ適切であると確信

している。 

 

 

意見 

我々は、本財務書類は、ルクセンブルグにおいて投資信託に適用される一般に公正妥当と認められた

会計原則に準拠して、2015年12月31日現在のプラチナ・トラスト－ＭＣＰアジア・ヘッジファンド連動

ファンド（米ドル建）の財政状態ならびに同日に終了した年度における運用成績および純資産の変動を

真実かつ公正に表示しているものと認める。 

 

 

〔署  名〕 

プライスウォーターハウスクーパース 

2016年６月24日   
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財務諸表 

（１）貸借対照表 

 

プラチナ・トラスト－ 

ＭＣＰアジア・ヘッジファンド連動ファンド（米ドル建） 

純資産計算書 

2015年12月31日現在 

 

注記 (米ドル) （千円) 

資産 

投資有価証券取得原価 5,677,393.49 623,094

投資有価証券未実現評価益 1,122,507.96 123,195

投資有価証券時価 2.2 6,799,901.45 746,289

投資有価証券未収金 117,190.00 12,862

資産合計 6,917,091.45 759,151

  

負債 

当座借越 2.3,11 2,579.92 283

未払費用 48,045.22 5,273

負債合計 50,625.14 5,556

  

期末純資産 6,866,466.31 753,595

     

     

期末発行済受益証券口数 0705シリーズ 4,200 口 

0708シリーズ 41,100 口 

0711シリーズ 5,000 口 

0802シリーズ 13,000 口 

0805シリーズ 2,000 口 

0808シリーズ 1,000 口 

0905シリーズ 2,000 口 

     

受益証券一口当たり純資産価格 0705シリーズ 103.02 米ドル 11,306 円 

0708シリーズ 100.91 米ドル 11,075 円 

0711シリーズ 96.52 米ドル 10,593 円 

0802シリーズ 98.20 米ドル 10,777 円 

0805シリーズ 102.06 米ドル 11,201 円 

0808シリーズ 107.98 米ドル 11,851 円 

0905シリーズ 107.48 米ドル 11,796 円 

     

純資産価額 0705シリーズ 432,700.44 米ドル 47,489

0708シリーズ 4,147,494.04 米ドル 455,187

0711シリーズ 482,595.62 米ドル 52,965

0802シリーズ 1,276,630.18 米ドル 140,110

0805シリーズ 204,114.41 米ドル 22,402

0808シリーズ 107,978.12 米ドル 11,851

0905シリーズ 214,953.50 米ドル 23,591

 

 

添付の注記は本財務諸表と不可分なものである。 
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（２）損益計算書 

 

プラチナ・トラスト－ 

ＭＣＰアジア・ヘッジファンド連動ファンド（米ドル建） 

運用および純資産変動計算書 

2015年12月31日終了年度 

 

注記 (米ドル) （千円) 

費用 

管理事務代行報酬 5 77,175.80 8,470

販売報酬 4 20,762.58 2,279

管理報酬 3 8,305.02 911

代行協会員報酬 9 7,929.25 870

受託報酬 8 6,000.08 659

その他の費用 10 28,191.13 3,094

費用合計 148,363.86 16,283

投資からの純損失 (148,363.86) (16,283)

     

投資有価証券にかかる実現純利益／（損失） 2.6 374,573.49 41,109

     

未実現評価益／（評価損）の変動控除前純損益 226,209.63 24,827

     

投資有価証券にかかる未実現純評価益／ 

（評価損）の変動 506,353.96 55,572

運用による純資産の純増加 732,563.59 80,399

     

期首純資産 9,583,742.72 1,051,816

買戻し (3,449,840.00) (378,620)

期末純資産 6,866,466.31 753,595

      

 

添付の注記は本財務諸表と不可分なものである。 

 

  



－ 21 － 

プラチナ・トラスト－ 

ＭＣＰアジア・ヘッジファンド連動ファンド（米ドル建） 

統計表（未監査） 

 

(米ドル) （千円) 

純資産 

2013年12月31日 10,314,021.43 1,131,964

2014年12月31日 9,583,742.72 1,051,816

2015年12月31日 6,866,466.31 753,595

   

0705シリーズ受益証券一口当たり純資産価格 

2013年12月31日 94.70 10,393 円 

2014年12月31日 94.14 10,332 円 

2015年12月31日 103.02 11,306 円 

   

0708シリーズ受益証券一口当たり純資産価格 

2013年12月31日 92.80 10,185 円 

2014年12月31日 92.24 10,123 円 

2015年12月31日 100.91 11,075 円 

   

0711シリーズ受益証券一口当たり純資産価格 

2013年12月31日 88.91 9,758 円 

2014年12月31日 88.32 9,693 円 

2015年12月31日 96.52 10,593 円 

   

0802シリーズ受益証券一口当たり純資産価格 

2013年12月31日 90.39 9,920 円 

2014年12月31日 89.81 9,857 円 

2015年12月31日 98.20 10,777 円 

   

0805シリーズ受益証券一口当たり純資産価格 

2013年12月31日 93.83 10,298 円 

2014年12月31日 93.28 10,237 円 

2015年12月31日 102.06 11,201 円 

   

0808シリーズ受益証券一口当たり純資産価格 

2013年12月31日 99.13 10,880 円 

2014年12月31日 98.61 10,822 円 

2015年12月31日 107.98 11,851 円 

   

0905シリーズ受益証券一口当たり純資産価格 

2013年12月31日 98.68 10,830 円 

2014年12月31日 98.16 10,773 円 

2015年12月31日 107.48 11,796 円 
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プラチナ・トラスト－ 

ＭＣＰアジア・ヘッジファンド連動ファンド（米ドル建） 

財務書類に対する注記 

2015年12月31日現在 

 

注記１ 概要 

プラチナ・トラスト－ＭＣＰアジア・ヘッジファンド連動ファンド（米ドル建）（以下「ファンド」

という。）は、プラチナ・トラストのサブ・ファンドである。プラチナ・トラストは、2007年４月16

日付の信託証書補遺（以下「信託証書補遺」という。）によって改訂された2005年３月30日付の信託

証書（以下「信託証書」という。）に基づいて設立された、ケイマン諸島におけるユニット・トラス

トである。ファンドは、2007年５月24日に設定された。 

プラチナ・トラスト（以下「トラスト」という。）は、ケイマン諸島の信託法（改訂済）に基づき、

BNPパリバ・バンク・アンド・トラスト・ケイマン・リミテッド（以下「受託会社」という。）およ

びパルカディア・アセット・マネジメント・エス・エイの間で締結された2005年３月30日付の信託証

書（以下「信託証書」という。）に基づいて、専門的に運用されるユニット・トラストとして設立さ

れた。ファンドは、ケイマン諸島の金融庁に登録されている。ファンドは、信託証書補遺に従ってフ

ァンドの期間が延長されない限り、または（他の解散事由の中で）受益者の持分の少なくとも過半数

の承認により解散するという信託証書の規定に従ってそれ以前にファンドが解散されない限り、2017

年５月31日に終了する。 

ファンドの投資目的は、アジア太平洋地域に焦点をあてたファンド・オブ・ヘッジファンズへの間

接的な投資を通じて、投資家に対して、絶対的かつリスク調整された長期にわたる優れた利回りを提

供することである。この目的を達成するため、管理会社は、ファンドのために、投資することが可能

なファンドの資産の実質的にすべてを、そのパフォーマンスがＭＣＰアセット・マネジメントが運用

するファンド・オブ・ヘッジファンズであるＭＣＰアジア・パシフィック・ファンド・オブ・ファン

ズ・クラスＡ（旧：スパークス・アジア・パシフィック・ファンド・オブ・ファンズ・クラスＡ）（以

下「連動先ファンド」という。）に連動する一連のパフォーマンス連動社債（米ドル建）に投資する

予定である（ただし、投資する義務はない。）。 

受益証券のシリーズは、四半期毎に、発行価格で、投資開始日に関連して発行され、関連する投資

開始日の年月を参照して、「年月シリーズ」のように区別されることになる。 

2015年12月31日に終了した年度中に追加されたシリーズはなかった。 

 

注記２ 重要な会計方針の概要 

本財務書類は、ルクセンブルグにおいて投資信託に適用される一般に公正妥当と認められた会計原

則に準拠して作成された。 

ファンドの重要な会計方針の概要は、以下のとおりである。 

 

2.1 外貨換算 

本財務書類は、米ドルで表示されており、会計帳簿は米ドルで記録されている。 

米ドル以外の通貨建ての資産および負債は、期末日における実勢為替レートに基づいて、米ドルに

換算される。米ドル以外の通貨建ての収益および費用は、取引日における実勢為替レートに基づいて、
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米ドルに換算される。 

この結果生じる為替差損益は、運用および純資産変動計算書に計上される。 

 

2.2 投資有価証券 

パフォーマンス連動社債の時価は、比較可能な 近の商慣習上の取引、割引キャッシュ・フロー分

析、オプション・プライシング・モデルおよび市場参加者が通常用いているその他の評価手法を含む

評価手法を用いて決定される。時価の決定に用いられた手法は、当該手法が開発された分野から独立

した有識者によって確認および定期的な検討が行われる。 

 

2.3 現金および現金等価物 

現金およびその他の流動資産は、額面金額に経過利息を伴って評価される。当座借越は、純資産計

算書の負債に計上される。 

 

2.4 利息 

利息は、発生主義で認識される。経過利息は、2015年12月31日現在の投資有価証券の時価に含まれ

る。 

受領した利息は、収益として運用および純資産変動計算書に計上される。 

 

2.5 費用 

費用は発生主義で計上される。費用は、有価証券の取得原価に含まれている投資有価証券取得費用

を除いて、運用および純資産変動計算書に計上されている。投資有価証券の売却により生じた費用は、

売却受取額から控除されている。 

 

2.6 認識 

ファンドは、投資有価証券を、購入契約締結日（以下「取引日」という。）に認識する。当該日以

降に資産または負債の時価の変動から生じる損益は、運用および純資産変動計算書に計上される。投

資有価証券売却実現損益は、平均原価法に基づいて決定される。 

 

注記３ 管理報酬 

ファンドに対する業務提供の対価として、管理会社は、各シリーズに関して、（ⅰ）発行価格に、

（ⅱ）関連する四半期報酬期間に係る各評価日における当該シリーズの発行済受益証券口数を乗じた

額の年率0.1％に相当する報酬を受領することができる。かかる報酬は、30／360の日数計算で毎月発

生し、当該シリーズに帰属するファンドの資産から四半期毎に後払いされる。 

管理会社は、自己資金で、各日本における販売会社に対し、これにより集められた各シリーズの発

行総額の４％に相当する先払い報酬を支払う。この先払い報酬の支払を回収するため、管理会社は、

各シリーズに関して、（ⅰ）発行価格に、（ⅱ）関連する四半期報酬期間に係る各評価日における当

該シリーズの発行済受益証券口数を乗じた額の年率1.5％に相当する追加の報酬を受領することがで

きる。かかる報酬は、30／360の日数計算で四半期毎に発生し、当該シリーズに帰属するファンドの

資産から四半期毎に後払いされる。ただし、かかる追加の報酬は、当該シリーズの関連する投資開始

日から 初の３年間のみ適用される。 
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当該報酬は、管理会社によるファンドへの業務提供について、管理会社に対し、ファンドの資産か

ら支払われる。 

 

注記４ 販売報酬 

ファンドに対する業務提供の対価として、各日本における販売会社は、各シリーズについて、（ⅰ）

発行価格に、（ⅱ）関連する四半期報酬期間について当該日本における販売会社が販売し各評価日現

在の発行済みの当該シリーズの受益証券口数を乗じた額の年率0.25％に相当する報酬を受領するこ

とができる。販売報酬は、30／360の日数計算で毎月発生し、当該シリーズに帰属するファンドの資

産から四半期毎に後払いされる。 

 

注記５ 管理事務代行報酬 

ファンドに対する業務提供の対価として、管理事務代行会社は、各シリーズについて、（ⅰ）発行

価格に、（ⅱ）関連する四半期報酬期間について各評価日現在の当該シリーズの発行済受益証券口数

を乗じた額の年率0.08％に相当する報酬を受領することができる。管理事務代行報酬は、30／360の

日数計算で毎月発生し、当該シリーズに帰属するファンドの資産から四半期毎に後払いされる。ただ

し、かかる報酬は、全シリーズ合計について年額30,000米ドルおよび追加のシリーズに関して月額650

米ドルの合計を下限とする。 

 

注記６ 登録・名義書換事務代行報酬 

BNPパリバ・セキュリティーズ・サービシズ、ルクセンブルグ支店は、登録・名義書換事務代行会

社である。登録・名義書換事務代行会社は、ファンドの受益者名簿の維持管理および受益証券譲渡の

対応、申込みまたは買戻請求処理、受益者との連絡、買戻金支払の取扱いに責任を負い、詳細は、2005

年３月30日付で登録・名義書換事務代行会社およびファンドの間で締結された登録・名義書換事務代

行契約（以下「登録・名義書換事務代行契約」という。）に記載されており、すべてのプラチナ・シ

リーズ・トラストに適用される。 

登録・名義書換事務代行報酬は、管理事務代行会社が負担する。 

 

注記７ 保管報酬 

BNPパリバ・セキュリティーズ・サービシズ、ルクセンブルグ支店は、ファンドの保管会社である。 

保管会社は、ファンドの資産の保管に責任を負う。保管会社はまた、ファンドの代理として支払に

対応し、詳細は2005年３月30日付の保管契約（以下「保管契約」という。）に記載されており、すべ

てのプラチナ・シリーズ・トラストに適用される。 

保管報酬は、管理事務代行会社が負担する。 

 

注記８ 受託会社報酬 

ファンドに対する業務提供の対価として、受託会社は、各シリーズについて、（ⅰ）発行価格に、

（ⅱ）関連する四半期報酬期間についての各評価日現在の当該シリーズの発行済受益証券口数を乗じ

た額の年率0.02％に相当する報酬を受領することができる。かかる報酬は、30／360の日数計算で毎

月発生し、当該シリーズに帰属するファンドの資産から四半期毎に後払いされる。 

受託会社報酬は、全シリーズ合計について、年額25,000米ドルを上限とし、年額6,000米ドルを下

限とする。   
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注記９ 代行協会員報酬 

ファンドに対する業務提供の対価として、代行協会員は、各クラスについて、（ⅰ）発行価格に、

（ⅱ）関連する四半期報酬期間について各評価日現在の当該シリーズの発行済受益証券口数を乗じた

額の年率0.10％に相当する報酬を受領することができる。代行協会員報酬は、30／360の日数計算で

毎月発生し、当該シリーズに帰属するファンドの資産から四半期毎に後払いされる。 

 

注記10 その他の費用 

 

 米ドル

専門家報酬 6,776.70

監査報酬 12,982.62

印刷費用 8,304.81

その他の手数料 127.00

合計 28,191.13

 

注記11 当座借越 

2015年12月31日現在、2,579.92米ドルの当座借越がBNPパリバ・セキュリティーズ・サービシズ、

ルクセンブルグ支店において保有されている。 

 

注記12 税金 

居住国の税法の下で、受益証券の売却または償還による損益を含むファンドへの投資による損益、

および源泉徴収税またはファンドが受領した利息もしくは受取配当、もしくはファンドにより実現さ

れた利益に対して課されるその他の税金による影響（もしあれば）について、投資予定者は自身の税

務顧問に相談することを推奨されている。 

ケイマン諸島の政府によってファンドに課された所得税またはキャピタル・ゲイン税はない。その

結果、本財務書類において租税債務または租税費用は計上されていない。 

 

注記13 後発事象 

2016年６月13日付で、スパークス・アセット・マネジメント株式会社は以下のとおり住所の変更を

通知した。 

〒108-0075 

東京都港区港南１－２－70 品川シーズンテラス６階   
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（３）投資有価証券明細表等 

 

プラチナ・トラスト－ 

ＭＣＰアジア・ヘッジファンド連動ファンド（米ドル建） 

投資有価証券明細表 

2015年12月31日現在 

 

数量／ 銘柄 通貨 時価 純資産に 

額面金額 （米ドル） 対する割合(％) 

パフォーマンス連動社債 

5,620,000 BNP Paribas Arbitrage Issuance 0％ 20/05/2017 米ドル 6,799,901.45 99.03

パフォーマンス連動社債合計 6,799,901.45 99.03

 

 

 

純資産の概要 

2015年12月31日現在 

 

純資産に 

（米ドル） 対する割合(％) 

投資有価証券合計 6,799,901.45 99.03

当座借越 (2,579.92) (0.04)

その他の資産および負債 69,144.78 1.01

純資産総額 6,866,466.31 100.00

 

 

添付の注記は本財務諸表と不可分なものである。 
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Ⅳ．お知らせ 
 

該当事項はありません。 

 


